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説 明 １．入院時の食費をめぐる状況 

 

 

 

 

 続きまして、「入院時の食費について」を議題といたします。事務局より資料が提

出されておりますので、説明をお願いいたします。 

  

 

 はい。保険医療企画調査室長でございます。「総－２」、「入院時の食費について」

をご覧いただきたいと思います。こちらにつきまして、昨日の社会保障審議会医療

保険部会におきましても同様の資料を提出いたしまして、ご議論をいただいてござ

います。資料をまずご説明させていただきたいと思います。 
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 １ページ目、ご覧いただきますと、入院時の食費をめぐる状況についてでござい

ます。大きく２つ書かせていただいております。 

 

 １つ目、病院給食の委託単価についてでございますが、現状、入院時の食費に関

しましては、１食あたり 640円というふうにしておりまして、そのため１日あたり

にならしますと、1,920円というふうになってございます。 

 

 基本的にはこれ、公定価格でございまして、こちらに基づいて提供していただい

てるという状況ですが、病院給食の委託単価を見てみますと、昨今の食材料費等の

高騰によりまして、②番③番、この表にございますが、2021年、2022年にかけて、

基本的には公定価格を上回っているという状況でございまして、特に 2022 年にか

けて、その差は広がっているという状況でございます。 

 

 また、このページ、中ほどより家計の食費支出について並べてございます。CPIで

すとか家計調査における食料支出について、いずれも、近年、大幅に上昇している

という状況が見て取れようかと思います。 
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 ２ページ目をご覧いただきますと、施設等給食における食材の価格と使用頻度の

変化についてでございます。 

 

 左側が食材価格の変化についてでございますけども、特に卵ですとか魚、油脂と

いったものをはじめとする多くの食材について、管理栄養士のほうからは値上がり

したという声が届いてございます。 

 

 右側をご覧いただきますと、使用頻度についてでございまして、やはり卵は約５

割、果物、魚などは２割強が使用頻度が下がったというふうに回答してございます。 

 

 一方で、冷凍食品、冷凍野菜が２割前後が使用頻度が上がったという回答をして

ございます。 
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 ３ページ目、ご覧いただきますと、社会保障審議会医療保険部会・医療部会にお

きまして、診療報酬改定の基本方針について、ご議論いただいた際に、それぞれ食

品の関係でいただいたご意見というのを並べてございます。 

 

 大きく傾向を申し上げますと、約 30年間、入院時の食事療養費については見直し

が行われていないということで、 

 

近年、特に病院の給食部門というのは赤字となっていて、給食業者のほうも提供

困難となっているという現実があるということで、 

 

骨太の方針に基づき、基本的には値上げをしていくべきであるといったご意見が

多くいただいたという状況でございます。 
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 ４ページ目、ご覧いただきますと、先ほどご紹介した骨太の方針 2023、 

 

今年の６月 16日に閣議決定されたものでございますが、 

 

診療報酬の関係で申し上げますと、この改定においては物価高騰などの影響につ

いて踏まえながら必要な対応を行っていくというふうにされてございます。 
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説 明 ２．食事療養費等の変遷等 

 

 

 

 ５ページから６ページにかけてが、現行の入院時食事療養費の概要についてで 

ございます。 

 

 ５ページ目、ご覧いただきますと、左側に入院時に必要な食費、１食あたりの総

額と自己負担分を国が定めまして、 

 

その差額を保険給付としまして、入院時食事療養費というかたちで支給してござ

います。 
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 右側の棒グラフのようなものをご覧いただきますと、原則として、食材費と調理

費については自己負担というかたちで設定をしておりまして、栄養管理に関しては

保険給付というかたちにしております。 

 

 一般所得者の方の場合、総額で 640円。自己負担分が 460円というかたちで設定

をしてございます。 

  

http://chuikyo.news/
http://chuikyo.news/


 

 

Copyright © 2019 http://chuikyo.news   All Rights Reserved 

 

52 

  

 

 

 ６ページ目をご覧いただきますと、入院時食事療養費が、制度発足以来のその 

変遷でございます。 

 

 総額について、ご覧いただきますと、平成９年に一度、消費税の改定の関係で、

1,920に上がって以来、１日あたりから１食当たりの算定に平成 18年に変わってお

りますが、１人あたりで見た場合は 1,920円というのがずっと続いているという状

況でございます。 

 

 自己負担の関係は、食材費に加えまして調理費の部分も、基本的には自己負担で、

というかたちで変遷をしておりますが、平成 30 年４月に 460 円というかたちで設

定をされて、それ以来、その額が続いているという状況でございます。 

 

 ちなみに米印ございますが、介護保険におきまして入所者の食品の基準費用額、

補足給付との関係で設定をされているものがございますが、こちら、１食当たりに

換算しますと、約 482円というふうになってございます。 
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 ７ページ目、ご覧いただきますと、健康保険法における関連する情報についてで

ございまして、85条に入院時の食事療養費の規定がございますが、この２項をご覧

いただきますと、 

  

 基本的には、中ほどに「平均的な家計における食費の状況及び特定介護保険施設

等における食事の提供に要する平均的な費用の額を勘案して厚生労働大臣が定め

る額」とございます。 

 

 こちらについてが、先ほど申し上げた食材費ですとか調理費といった自己負担分

にかかる費用の規定になります。 
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 ８ページ目。これはご参考ですが、 

 

令和３年度の介護報酬改定におきまして、基準費用額の見直しが行われておりま

す。 
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説 明 ３．入院時の食費の課題と論点 

 

 

 

 そういったものを踏まえまして、９ページ目、ご覧いただきたいと思います。 

 

 入院時の食費の課題と論点ということで、まず課題ですが、 

 

 昨今の食材費等は特に足下で大きく高騰しているところ、公定価格のため価格転

嫁もできず、病院経営に影響、病院食の質が下がりかねない状況であると。 

  

 現行の入院時の食費は、食材費及び調理費として１食当たり 460円の自己負担と

しております。 
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 介護保険の食費の自己負担は先ほどの補助給付の関係で設定されている基準で

は、１食当たり約 482円というふうにされておりまして、入院時の食費との差は 22

円というふうになってございます。 

  

 以上の点を踏まえつつ、食材費等の高騰を踏まえた対応を行う観点から、入院時

の食費の見直しについてどのように考えるか。 

  

 ということでございまして、自己負担の部分については基本的には、先ほど申し

上げた社会保障審議会医療保険部会のほうでのご議論を中心にいただいておりま

して、 

  

 中医協のほうでは、この自己負担も含めた総額について主にご議論いただくとい

うかたちになってございます。 

 

 そのためにも並行して、このようなかたちで資料を提出させていただいておりま

す。 

 

 資料の説明は以上でございます。 

  

 

 はい、ありがとうございました。 
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質 疑 入院時の食費について 

 

 

 それでは、ただいまの説明につきまして、ご質問等、お願いいたします。長島委

員、お願いいたします。 

  

 

 「総─２」の７ページに掲載された健康保険法の条文には、「食事の提供に要する

平均的な費用の額を勘案して厚生労働大臣が定める額」とあります。 

 

 

 

 「平均的な費用」という観点からは、これまでさまざまなところで繰り返し主張

されているとおり、物価の高騰にもかかわらず、入院中の食事療養費は約 30年間も

据え置かれ、もはや経営努力のみでは食事療養の提供が極めて困難な状況になって

おります。 

 

 当然ながら、食事療養は病気治療の一環として非常に重要なものであり、その質

が下がることは医療の質の低下を意味します。 

 

 このようなことを踏まえれば、本日の論点に示されているとおり、入院時の食費

については、食材費等の高騰を踏まえた対応を行わざるを得ないのではないかと考

えます。私からは以上です。 
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 はい、ありがとうございます。林委員、お手が挙がってます。オンラインでお願

いいたします。 

 

 

 はい、ありがとうございます。「総─２」の５ページにつきまして、11 月２日に

閣議決定されました総合経済対策への対応として、入院時の食費への見直しが緊急

的に対応されるかたちになっておりますが、入院患者への適切な栄養管理と健全な

医院経営に資するものとして理解しております。論点については賛同いたします。 

 

 

 

 ただ、物価高騰に伴い、食材のみならず、医療機器や材料などの価格も上昇して

おりますので、医療界全体が納得できるようなかたちで、次期医療・介護障害・福

祉サービス同時改定での対応に加えまして、あらゆる方策の検討をお願いしたく思

っております。私からは以上でございます。 
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 ありがとうございました。ほかはいかがでしょうか。失礼いたしました。池端委

員、お願いいたします。 

  

 

 はい、ありがとうございます。長島委員とほぼ同じようなご意見になりますけど

も、病院団体としても一言、コメントさせていただきます。 

 

 長島委員からもおっしゃったように、本来、食事療養費というのが 30年近く上が

ってないこと自体が本来、今まで何やってたんだろうかっていうこと、医療保険部

会のある委員もおっしゃってましたが、実は病院団体としても、これを、これまで

改定のたびに、そこを挙げておりました。 

 

 ただ、いろんな諸般の理由で、なかなかここに対して手を付けていただけなかっ

た。今回は本当に、その長年の思いを何とかここで突破していただきたいというこ

とを強く要望したいと思います。 

 

 今、資料にもありましたように、長島委員もおっしゃった食事というのは本当に

病院、特に病院においては、治療の、大事な治療の１つであり、 

  

 特に高齢者が増えてるときに、いかに食べていただけるか。そして、いかにバラ

ンスのいいものを食べていただくか。そこには食材が卵、魚、野菜というのは新鮮

なものを使えるかどうかってのは非常に大きなところになります。 

 

 そこが今、冷凍食品にどんどん置き換わってしまっている。しかも、さらに、そ

の食事を引き受けている企業も急に手を引かなきゃいけなくなってしまったりと

いうことで、病院としても、非常に困っている病院もいくつか散見されます。 

 

 そういったこと。特に高齢者が増えている病院の実態を考えていただくと、もう

本当に一刻も早く手を打っていただきたいと思いますし、場合によっては、もちろ

ん、この診療報酬での手当ても重要です。 
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 それまでつなぎとしてのいろんな対応も他の方法でも含めて考えていただいて、

一刻も早く手を打っていただきたいというのが病院の現状だと思いますので、少し

報告させていただきます。以上です。 

 

 

 ありがとうございました。よろしいでしょうか。はい、鳥潟委員、お願いいたし

ます。 

  

 

 はい、ありがとうございます。食費、入院時の食費の見直しに関しては合意をい

たしております。 

 

 非常に重要な項目だと思いますし、先ほど池端委員もおっしゃってましたように、

食べること、基本的なことですので、ぜひ充実していただければというふうに思っ

てます。 

 

 ただ一方で、家計支出、物価高騰などで家計支出も影響を受けてますので、それ

らの実情を踏まえた水準になるように検討を深めていただければ幸いでございま

す。以上です。 

 

 

 ありがとうございました。じゃ、続きまして、佐保委員、お願いいたします。 

  

 

 はい、ありがとうございます。現下の物価や賃金の状況を踏まえれば見直しの必

要性は理解いたします。 

 

 医療機関における食材費や調理に要する費用など実態がわかる詳細なデータが

あれば、こういった議論も深まると考えますので、データ提示の検討をお願いした

いと思います。 
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 また、療養の一環という視点から見ればですね、患者の自己負担だけではなく保

険給付分についてもあわせて検討する必要があるというふうに考えております。 

私からは以上です。 

 

 

 はい、ありがとうございます。松本委員、お願いいたします。 

  

 

 はい、ありがとうございます。各委員も申されておりますけども、入院時の食費

についてはですね、自宅でも同様に必要なものであり、 

  

 一方、従来から食材費と調理費は自己負担額に入るものとして整理された経緯が

ございます。 

 

 また、介護保険における食品の取扱いを踏まえますと、食材費の高騰に対応する

ために自己負担の引き上げが必要だということは理解ができる範囲でございます。 

 

 一方で、保険給付分には影響がないのかという話が今、佐保委員からもございま

したけども、その点については、また今後の審議の中でですね、明らかにしていた

だきたいというふうに思います。ありがとうございました。 

  

 

 ありがとうございます。ほかはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

 ほかには特にご質問等ないようですので本件に係る質疑はこのあたりといたし

ます。 

 

 今後、事務局におかれましては、本日いただいたご意見、ご要望を踏まえて、 

ご対応いただくようにお願いいたします。 
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